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ⅲ．2014 年度第 3 回プログラム開発委員会 

 

日時：平成２７年(2015 年)3 月 16 日（月）午後 1 時～3 時 

場所：グランフロント大阪ナレッジキャピタルカンファレンスルーム c06 

出席者： 

委員長 京都大学経営管理大学院 教授 若林 直樹 

副委員長 京都大学経営管理大学院 教授 若林 靖永 

外部委員 龍谷大学経営学部 准教授  秋庭 太 

外部委員 株式会社チームクールジャパン 代表取締役兼代表パートナー 古我 知史 

外部委員 がんこフードサービス株式会社 取締役副社長 新村 猛 

外部委員 大阪市立大学大学院経営学研究科 准教授 山田 仁一郎

外部委員 サービス産業生産性協議会 事務局長  湯浅 勝弘 

内部委員 京都大学経営管理大学院 教授 原 良憲 

内部委員 京都大学経営管理大学院 特定教授 碓井 誠 

内部委員 京都大学経営管理大学院 講師 山内 裕 

内部委員 京都大学経営管理大学院 特定講師 鈴木 智子 

内部委員 京都大学経営管理大学院 特定助教 平本 毅 

事務局他 京都大学吉田地区文系部局ＵＲＡ室 室長 小川 正昭 

事務局他 京都大学経営管理大学院 大学院掛長 小屋敷 浩 

事務局他 京都大学経営管理大学院 企画室長 櫻木 恵子 

事務局他 京都大学経営管理大学院 若林研究室 桑原 徳子 

事務局他 京都大学経営管理大学院 企画室 佐野 具子 

事務局他 京都大学経済学研究科経済学専攻 博士後期課程 田原 慎介 
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議事録： 

Ⅰ．議題 

 

１．授業実施と４科目の概要          （資料１） 

・若林直樹教授から、授業日程・場所の確定等、授業展開についての説明があった。 

・各科目の講義概要・評価について内部委員と外部委員の議論があった。 

 

２．ケース教材の開発             （資料２、３） 

・資料に基づき、若林直樹教授から今年度の報告と、次年度の予定が報告された。 

 

３．E ラーニングシステム事例紹介    

・新村猛氏から、がんこフードサービスでの E-ラーニングシステムの紹介を実際のサイト

を投影しながら説明があった。 

       

４．今後の進め方              

・若林直樹教授と委員メンバーの間で、募集開始前の５月と、講義開始前の９月にプログ

ラム委員会を開催することが話し合われた。 

 

Ⅱ．報告事項 

・湯浅勝浩氏からサービス産業生産性協議会主催「日本サービス大賞」の応募受付開始の

案内があった。参加者に資料配布があった。 
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・会議終了後、ナレッジキャピタルナレッジサロンの見学があった。 

（参加自由） 

    

■次回会議予定  

２０１５年５月 ・９月（詳細未定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料１） 
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Ⅱ．授業展開 
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Ⅲ．各科⽬の概要 
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Ⅳ．評価と能⼒認定 
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（資料２） 

ケース教材作成について 

 

１．目標値 

（１）平成２６年度 

 ・優良企業経営事例紹介を行う講演会８回実施と８本程度のケース教材作成 

（２）平成２７年度 

 ・サービス産業の優良企業経営事例 20 回の授業実施とケース教材化、 

一部ビデオ教材 10 点。 

（３）平成２８年度 

 ・サービス産業の優良企業経営事例等に関する授業 20 回の実施とケース教材 20 点作成 

 ・優良企業経営事例のビデオ教材 10 点と授業ビデオ教材 10 点の新規開発 

 

２．２０１５年度「京都大学おもてなし経営講演会シリーズ」 

西陣 細尾・スーパーホテル・道頓堀ホテル・ヨリタ歯科・レック・三星テキスタイル・ 

公文教育研究会・リンクアンドモチベーション 
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３．次年度ケース企業候補案 

 以下はすべて検討案である。 

（１）ツーリズム産業論 

  日本政府観光局、岐阜県商工労働部 

  ハイアット、星野リゾート、ＪＲ西日本、ＪＡＬ，ＫＮＴ 

  オリエンタルランド、ＵＳＪ、 

  プリンスホテル、ＪＴＢ総研 

（２）サービス産業事例分析（おもてなし経営講演会シリーズ２０１５） 

 ①「ハイサービス３００選」 

がんこ寿司フーズ／ワタベウェディング／ルネサンス／カメラのキタムラ 

②「おもてなし経営選」 

株式会社キャリエールなど４社程度 

③大手サービス経営事例 

H2O リテーリング／サイバーエージェント／リクルート／QB ハウス 

④海外事例 

コールド・ストーン・クリーマリー 

⑤特別講義 

サービス業のアセットマネジメント（トーマツ／川井氏） 

 

（資料３） 
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Ⅱ．産学連携事業推進委員会の議事録 

ⅰ．2014 年度第１回産学連携事業推進委員会 

日時：2015 年 2 月 4 日（水）午後 1 時～3 時 

場所：京都大学 百周年時計台記念館 2 階 会議室Ⅳ 

出席者： 

委員長 京都大学経営管理大学院 院長 河野 広隆 

コーディネーター 京都大学経営管理大学院 教授 若林 直樹 

コーディネーター 京都大学経営管理大学院 教授 若林 靖永 

外部委員 株式会社京阪流通システムズ 代表取締役社長 上野 正哉 

外部委員 株式会社キャリエール・インターナショナル代表取締役社長 田中 誠二 

外部委員 株式会社サイバーエージェント執行役員 人事本部長 曽山 哲人 

外部委員 サービス産業生産性協議会 部長 野沢 清 

外部委員 三和実業株式会社 代表取締役 会長 松本 孝 

外部委員 公益社団法人日本観光振興協会人材育成担当部長  田中 剛 

外部委員 日本小売業協会 専務理事 岡部 義裕 

事務局他 京都大学吉田地区文系部局ＵＲＡ室 室長 小川 正昭 

事務局他 京都大学経営管理大学院 大学院掛長 小屋敷 浩 

事務局他 京都大学経営管理大学院 企画室長 櫻木 恵子 

事務局他 京都大学経営管理大学院 若林研究室 桑原 徳子 

事務局他 京都大学経営管理大学院 企画室 佐野 具子 
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議事録： 

Ⅰ．議題 

 

（１） 本事業の 概要説明 ≪資料１≫ 

・資料 1 に基づき、若林直樹教授から本事業の説明があった。 

 

（２） ハイサービス３００選企業の概要説明 

・野沢清氏から、SPRING 設立の背景・ハイサービス日本 300 選・今後の活動について

説明があった。 

・300 選選考企業業種について、選考基準についての質疑応答があった。 

 

（３） 本プログラムの実施概要について ≪資料２≫ 

（４） 本プログ ラムの主要科目について ≪資料２≫ 

・若林直樹教授から、授業展開案、各科目の概要についての説明があった。 

・授業時間帯、場所についての議論があった。 

・新規ブランド開発ワークショップのグループワークについての提案が、外部委員から

あった。 

 

（５） サービス講演シリーズとケース教材の作成について ≪資料３≫ 

 ・若林直樹教授から、目標値、ケース教材概要について説明があった。 

  また、今年度開催された「京都大学おもてなし経営講演会シリーズ」の報告があった。 

    

（６） その他 

 ・若林直樹教授から、来年度「産学連携事業推進委員会」開催日程について連絡があっ

た。 

   第１回：２０１５年５月開催予定 

   第 2 回：２０１６年２月開催予定 
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（資料１） 

「高度人材養成のための社会人学び直し大学院プログラム」 

「京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム」 

エグゼクティブ・サマリー 

 

Ⅰ．提案者概要 

１．提案者：国立大学法人京都大学 経営管理大学院 

２．事業名称：京都大学サービスＭＢＡ入門プログラム 

３．プログラム種類：大学独自の修了証の履修プログラム 

（京都大学経営管理大学院長発行修了証） 

４．連携先企業等名： 

関西経済連合会、大阪商工会議所、京都商工会議所、日本小売業協会、日本観光振興協会、

サービス産業生産性協議会、株式会社サイバーエージェント（計７団体・企業） 

 

Ⅱ．教育課程の概要 

１．本プログラムの考える主な経営課題 

・小売／観光／サービスの産業を主対象にサービス経営能力開発プログラムの開発と普及 

・ケース・メソッドに基づくサービス産業の優秀経営事例の実践的な分析と応用 

・低下が著しい新規開業や新規事業開発の基礎能力について次世代経営者・管理職で開発 

・世界的観光都市京都を中心とした先進的観光ビジネスモデル事例の分析と実践 

２．目的 

京都大学経営管理大学院で、サービス経営学に関する入門科目を受講することにより、サ

ービス経営に関わる次世代経営者の基礎的経営能力の実践的習得を行う公開講座形式の教

育プログラムである。これを通じてサービス MBA 進学へのステップアップを促進する。 

３．習得する能力 

（１）サービス経営管理能力 

 サービス経営、特に戦略、マーケティング、IT 活用の基本を理解し実践できる基礎能力 

①サービス事業戦略企画基礎能力：事業戦略のプランニング 

②サービスマーケティング基礎能力：ブランドと顧客ロイヤルティの獲得。 

③サービス事業 IT 活用基本能力：サービス経営への IT 導入を立案する基礎能力 

（２）先進事例分析基本能力 

ハーバードなどの先進的ビジネス・スクールで一般のケース・メソッドを用いた国際的な

視野を持ち、サービス先進事例に関する情報収集・分析能力の強化 

（３）新規サービス事業開発基本能力 
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新規のサービスブランド企画に関するビジネスプランを作成する能力。 

（４）ツーリズム産業革新基礎能力 

 先進事例を学習し具体的なサービ

ス・イノベーションを構想する能力 

４．教育方法・内容 

★プログラムの特徴 

・優秀サービスビジネスケースを用

い経営者との対話をベースにした先

端的経営手法の実践的習得 

・サービス経営の基本原理の理解 

・ 社 会 人 学 習 支 援 の た め の

E-learning ウェブシステムにおい

て、ビジネスケース教材と映像資料

などを活用し、ソーシャル・メディ

アによる学習者の対話を促進し実践的理解 

・チームベースでのサービスブランド新規開発プロセス体験学習 

・サービス MBA プログラム進学を軸にしたキャリアアップのカウンセリング 

５．授業期間：約６ヶ月間 （２０１５年度～） 

６．履修認定：講義系２科目（サービス経営論、サービス事例分析）と演習系１科目履修 

７．履修資格：大学独自の履修証の授与（京都大学経営管理大学院長発行） 

８．社会人受講への配慮： 

・ウェブシステムでの E-learning とソーシャル・メディア機能による対話促進 

・金曜日の昼夜／土曜日を中心としたコンパクトな受講体制 

９．受講生募集：基本的には一般応募形態 

 １期１５名  連携経営団体所属会員企業（サービス、小売、観光）から１３－１４名 

        一般からの１－２名 

１ ０ ． 受 講 料 ： 合 計 （ ４ 万 円 ： 検 定 料 １ 万 円 ＋ 受 講 料 ／ 教 材 費 ３ 万 円 ）
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Ⅲ．実施体制 

１．実施体制 

①協議の場：産学連携事業推進委員会：産業界との研修内容の協議 

②プログラム開発委員会：産学連携でのプログラム開発 

２．産学連携の進め方と役割分担 

（１）プログラム、カリキュラムの企画立案：連携団体から会員企業のニーズに基づく評

価 

（２）受講者の募集、選定：連携団体から小売、観光、サービス産業の会員企業、特に幹

事企業など有力企業からの受講を働きかける 

（３）カリキュラム実施、報告：産業団体からの評価 

（４）ビジネスケース教材開発：各団体より優秀経営事例企業の提案や企業側担当者の紹

介 

（５）新規事業開発実習機会提供：サイバーエージェント等などの IT、小売、観光産業優

秀企業での新規事業開発機会提供 

３．事業計画での主な取り組み 

（１）産学連携によるサービス経営教育プログラム開発 

（２）経営実践志向のサービス経営論の改善とビデオ教材化 

（３）優秀サービス経営事例についてのビジネスケース作成（一部ビデオ化を含む） 

（４）E-learning システムの開発による社会人及び遠隔地受講者の受講支援の充実 

（５）新規サービスブランド開発のチームベース教育法授業の開発 

４．事業期間終了後の普及計画 

（１）公開講義による受講料ベー

スでの本プログラムの継続と発展。 

（２）経営管理大学院を中心に関

連社団法人 KBRC を事務局とし
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て、小売、サービス、観光産業の有力サービス企業数社とより研修プログラム共同開発事

業コンソーシアムを形成し、本プログラムについての継続開発資金提供を受けてリーズナ

ブルな持続的事業展開を行う。 

（３）事業報告書による基礎サービス MBA プログラムの社会的普及 

（４）ビジネスケース教材開発に関する小売、観光、サービス産業の企業との共同開発事

業と内外のビジネス 

 

 

 

（資料２） 

 

 

Ⅰ．事業概要 
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Ⅱ．授業展開 
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Ⅲ．4 科⽬の内容 
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Ⅳ．能⼒評価⼿法 
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（資料３） 

ケース教材作成について  

１．目標値 

（１）平成２６年度 

 ・優良企業経営事例紹介を行う講演会８回実施と８本程度のケース教材作成 
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（２）平成２７年度 

 ・サービス産業の優良企業経営事例 20 回（内 10 回ツーリズム産業論）の授業実施と 

ケース教材化、一部ビデオ教材 10 点。 

（３）平成２８年度 

 ・サービス産業の優良企業経営事例等に関する授業 20 回（内 10 回ツーリズム産業論） 

の授業実施とケース教材化、一部ビデオ教材 10 点 

２．ケース教材概要 

 １）種類 

 ①講演におけるビジネスモデルのケース化 （こちらを主とする） 

 ②教員個人によるケース研究 

 ２）概要（①を主として） 

 ・講義録を中心に作成して、テーマとなるサービス製品、ビジネスモデルの特徴 

 ・京大ビジネスケース教材のフォーマットを使う 

 ２）構成 

  １．はじめに 

    サービス、ビジネスモデルの主要なテーマ 

  ２．会社の概要 

    概要、主力分野、産業の特徴、競争の概況 

  ３．サービスもしくはビジネスモデルの特徴 

  ４．競争力と課題  

３．今年度「京都大学おもてなし経営講演会シリーズ」 

 10/30（木）西陣 細尾 

11/20（木）スーパーホテル 

11/27（木）道頓堀ホテル 

12/4（木）ヨリタ歯科 

12/11（木）レック 

1/8（木）三星テキスタイル 

 1/29（木）公文教育研究会 

 2/24（火）リンクアンドモチベーション  

 

  


